
 

 

災害危険区域の指定状況について 
 

市では、東⽇本⼤震災と同程度の津波が発⽣した場合においても、住⺠の⽣命や財産を

守り、地域全体で減災を目指すため、平成 25 年４⽉１⽇に「⼤船渡市津波防災のための

建築制限等に関する条例」を施⾏し、東⽇本⼤震災津波で実際に浸⽔した区域や同程度

の津波により浸⽔が予想される区域を災害危険区域に指定し、住居用建築物等の建築を

制限しています。 

これまでに、平成 25 年 10 ⽉の千歳、小石浜、砂子浜、野々前・白浜、合足の 5 地区を

指定以来、平成 26 年４⽉までに、21 地区、約 366.7ha を指定し、さらに 5 地区について

指定に向けた作業を進めています。（裏⾯参照） 

 なお、災害危険区域図については市のホームページで公開しているほか、開庁時間内に災

害復興局⼟地利用課及び都市整備部住宅公園課で閲覧することができます。 

 

 

 

 

 

資料８ 





1:千歳地区

2:根白地区

3:扇洞地区

4:吉浜地区

5:小壁地区

6:崎浜地区

7:浦浜地区

8:越喜来泊地区

9:甫嶺地区

10:小石浜地区

11:砂子浜地区

12:野々前・白浜地区

13:綾里地区
（未指定）

14:小路地区15:合足地区

16:長崎地区

17:蛸ノ浦地区

18:赤崎地区
　（未指定）19:盛地区

 （未指定）

20:大船渡地区
（未指定）

21:下船渡地区
（未指定）

22:細浦地区

23:赤土倉地区

24:碁石地区

25:末崎泊里地区

26:門之浜地区

災害危険区域図　索引図



 

 



 



 

 



 

 



 


